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３
月
定
例
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

40
議
案
を
可
決

町づくりの新たなステージへ

未来へ進化していく駅西口エリア

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
７
日
か
ら
18
日

ま
で
の
12
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
町
長
か
ら
復
興
へ
向
け
た
施
政
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
条
例
の
一
部
改
正
、

工
事
請
負
契
約
の
変
更
、
財
産
の
処
分
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
、
教
育
委
員
会
教
育
長
人
事

案
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補

正
予
算
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

当
初
予
算
な
ど
38
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
日
目
は
５
人
が
一
般
質
問
を
行
い「
災
害
等

に
備
え
た
防
災
訓
練
を
し
て
は
ど
う
か
」「
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
を
取
り
入
れ
た
街
並
み
に
」「
避
難
指
示
解

除
に
な
る
区
域
へ
の
生
活
循
環
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
」

「
町
内
施
設
整
備
に
つ
い
て
」「
中
間
貯
蔵
施
設
建
設

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民
へ
住
宅
地
を
提
供
す
べ

き
」な
ど
を
取
り
上
げ
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
第
11
日
目
の
本
会
議
で
は
条
例
の
一
部
改
正
、
工

事
請
負
契
約
の
変
更
、
財
産
の
処
分
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
、
教
育
委
員
会
教
育
長
人
事
案

件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正

予
算
な
ど
26
議
案
を
審
議
し
、
25
議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
追
加
で
提
出
さ
れ
た
請
願
書

を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
令
和
４
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
当
初
予
算
な
ど
全
15
議
案
と
請
願
書

の
意
見
書
提
出
を
併
せ
て
審
議
し
、
全
議
案
と
も
原

案
通
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
傍
聴
者
は
延
べ
23
人
で
し
た
。

復
興
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
と
な
る
一
年

町
長
施
政
方
針
の
要
旨

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

の
総
額
を
２
４
９
億
７
千

万
円
と
定
め
、
避
難
生
活

や
復
旧
・
復
興
を
加
速
さ

せ
る
た
め
の
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興

・
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
解
除
お
よ
び
政
府
よ

り
示
さ
れ
た
拠
点
区
域
外

の
取
り
扱
い
を
基
に
、
今

後
の
町
の
復
興
を
加
速
さ

せ
る
た
め
第
三
次
復
興
計

画
を
策
定
す
る
。

・
二
つ
の
企
業
誘
致
エ
リ

ア
の
整
備
を
進
め
る（
大

川
原
に
整
備
中
の
西
工
業

団
地
と
双
葉
翔
陽
高
校
南

側
の
中
央
産
業
拠
点
）

・
新
教
育
施
設
の
着
工
に

伴
い
、
子
育
て
世
帯
用
の

再
生
賃
貸
住
宅
の
整
備
を

進
め
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

・
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進

補
助
金（
住
宅
や
事
務
所

の
新
築
・
改
修
、
自
家
用

車
、
社
用
車
購
入
な
ど
）

・
大
熊
る
る
る
ん
電
力
株

式
会
社
の
電
力
小
売
り
事

業
開
始
。

・
交
流
ゾ
ー
ン
・
公
営
住

宅
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
。

・
町
内
交
通
分
野
で
は
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
化
に
向
け
、

Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

事
業
を
実
施
。

生
活
支
援

・
避
難
指
示
解
除
に
伴
い

生
活
支
援
バ
ス
の
増
便
や

バ
ス
停
の
増
設
で
生
活
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
。

・
年
末
の
生
活
応
援
物
資

の
配
布
を
継
続
。

・
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た

め
日
常
生
活
に
苦
労
し
て

い
る
町
民
へ
お
米
等
を
配

布
。

・
帰
町
さ
れ
る
方
へ
の
支

援
と
し
て
、
住
宅
清
掃
費

お
よ
び
引
越
し
費
用
の
補

助
を
継
続
。

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

・
大
野
駅
を
中
心
と
し
た

下
野
上
地
区
に
産
業
交
流

施
設
や
商
業
施
設
、
住
宅

団
地
、
産
業
団
地
の
整
備

を
進
め
る
。
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当
初
予
算 令和４年度 予算決まる

 一般会計総額249億7000万円 
新年度予算は、特定復興再生拠点区域の避難指示解除をメインにゼロカーボン推進事業、下野上地区復
興拠点整備、帰還、居住環境の整備、新たな義務教育学校の校舎建設などを柱とした、大熊町再生に向け
た249億7000万円の予算となりました。主な内訳を報告します。

特 別 会 計 合計：６４億６７３０万円
事　　　業 予　算　額 事　　　業 予　算　額

坂下ダム施設管理 ６０５０万円 工業団地造成 １６億１０１０万円
国民健康保険 ２０億３１９万円 中央台霊園管理 １６万円
奨学金貸与 １７９０万円 介護保険・サービス事業 １１億６７１８万円
特定環境保全公共下水道 ９億３１０２万円 後期高齢者医療 ２７７３万円
農業集落排水 ６億４０６４万円 やすらぎ霊園 ８８７万円
住宅団地造成 １万円

（万円未満四捨五入）

歳入（収入）合計：２４９億７０００万円
予算科目 予　算　額 内　　　　　訳

町税 ５２億３４５５万円 町民税や固定資産税、軽自動車税などの税金
地方交付税 ３０億００００万円 復興を進めるため国から交付される税金
国支出金 ３９億２４９２万円 事業により国から支出される補助金や負担金
県支出金 ２８億１４３３万円 事業により福島県から支出される補助金や負担金
基金繰入金 ９３億９４９６万円 町の基金から一般会計へ繰り入れる費用
その他税・交付金 ３億５７６５万円 地方消費税交付金や地方譲与税などの税金
その他収入 ２億４３５９万円 使用料、手数料や財産収入などの収入

予算科目 予　算　額 内　　　　　訳
総務費 ７３億２７８０万円 庁舎、交流施設管理、防犯対策、ゼロカーボンなどの費用
民生費 １４億８７８６万円 健康、福祉、介護など町民の福祉向上の費用
衛生費 ５億７３９５万円 診療所運営、予防接種、検診、ごみ処理などの費用
農林水産業費 １５億９９５５万円 営農再開、農地、農道、林道維持などの費用
商工費 ５億２８５１万円 復興拠点内商業施設管理や商工観光の費用
土木費 ６３億１６４９万円 町道の新設、維持工事、復興拠点整備などの費用
消防費 ５億２８８２万円 消防、防災、災害対策などの費用
教育費 ３６億７１４１万円 町立幼小中学校建設、運営、文化財保護などの費用
諸支出金 ２６億２８７４万円 一般会計から特別会計へ繰り出す費用
その他支出 ３億　６８７万円 議会費、災害復旧費、予備費などの支出

合計：２４９億７０００万円歳出（支出）
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重
点
事
業

令和５年春に大川原地区に開校する「学び舎
ゆめの森」の建設の槌音が響いています。

新教育施設整備

新教育施設の開校に伴い、通学児童や生徒たち
が安心して通えるよう歩道を設置するなど安全
対策を図ります。
また開校に向けて、新たに子育て世帯用の再生
賃貸住宅を整備します。

町内21行政区の町民の交流などを図っていくた
めに活用します。

行政区絆維持
補助金

７８５２
万円

町が管理する公営墓地やすらぎ霊園内に１基設
けます。

太陽光発電所（大熊中跡地）の電気を下野上地区
に供給するシステムを構築します。
町内の再生エネルギー活用とともに、災害に強
いまちづくりを目指します。

無縁仏墓設置

スマートコミュニティ
整備事業

通学路整備

（万円未満四捨五入）

令和４年度
重点事業クローズアップ

再生賃貸住宅
整備促進事業

２７億
２３００
万円

８億
４４３０
万円

３億
３０３２
万円

４０００
万円

１９９
万円
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当
初
予
算
質
疑

第
１
回
定
例
会
に
て
令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

町内診療所
診察日の追加を調整

　
　
診
察
日
を
追
加
調
整

中
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が

何
曜
日
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
診
療
科
は
何

科
な
の
か
。

　
　

現
在
双
葉
医
療
セ
ン

タ
ー
と
調
整
中
で
あ
る
。

可
能
で
あ
れ
ば
木
曜
日
を

考
え
て
い
る
。
な
お
、
診

療
科
は
今
ま
で
と
同
じ
く

内
科
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
シ
ス
テ
ム
は
自
宅
に

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
希
望
者
は
誰

で
も
申
し
込
め
る
の
か
。

　
　

シ
ス
テ
ム
は
自
宅
に

設
置
す
る
事
を
想
定
し
て

お
り
、
対
象
者
は
65
歳
以

上
の
方
と
考
え
て
い
る
。

　

万
が
一
の
際
に
は
自
宅

ま
で
駆
け
つ
け
る
。
企
業

診
療
所

問答老
人
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

問答

は
ア
イ
ネ
ッ
ト
や
ア
ル
ソ

ッ
ク
を
考
え
て
い
る
。
設

置
に
は
別
途
申
請
が
必
要

と
な
る
。

　
　
今
後
見
回
り
隊
は
帰

還
困
難
区
域
パ
ト
ロ
ー
ル

業
務
の
１
本
化
と
あ
る
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

　
　

避
難
指
示
解
除
を
受

け
て
防
災
に
関
す
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
た
め

統
合
し
て
対
応
す
る
こ
と

で
あ
る
。

見
回
り
隊

問答

　
　

電
車
利
用
の
際
に
駅

周
辺
は
人
気
が
無
く
不
安

と
の
声
も
聞
こ
え
る
。
大

野
駅
周
辺
は
、
電
車
発
着

の
時
間
に
合
わ
せ
て
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

警
察
と
連
携
し
な
が

ら
対
応
で
き
る
か
検
討
す

る
。

　
　
安
全
に
通
学
で
き
る

よ
う
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
整
備
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　

子
ど
も
達
の
通
学
路

と
な
る
歩
道
に
は
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
等
設
置
し
安
全
を

確
保
で
き
る
よ
う
進
め
て

行
く
。

　
　

教
育
施
設
建
設
工
事

に
伴
っ
て
大
型
車
両
の
往

来
も
増
え
て
き
て
い
る
。

周
辺
の
道
路
に
は
止
ま
れ

の
標
識
も
無
く
優
先
道
路

が
分
か
り
に
く
い
。
事
故

が
起
き
る
前
に
標
識
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
場
を
確
認
し
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

問答通
学
路
整
備

問答問答

　
　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
ワ
イ
フ
ァ

イ
通
信
は
８
回
線
で
高
速

通
信
が
可
能
に
な
る
と
の

こ
と
だ
が
将
来
の
駅
前
開

発
や
病
院
等
を
見
越
し
て

の
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
他
の
通
信

は
少
し
弱
い
と
認
識
し
て

い
る
。
第
三
次
復
興
計
画

で
は
高
速
通
信
の
件
も
見

込
ん
で
計
画
し
て
い
く
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
や
効
果

が
見
え
て
こ
な
い
。
事
業

を
進
め
る
う
え
で
町
民
へ

は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
。

　
　

事
業
の
報
告
は
年
１

回
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

メ
リ
ッ
ト
や
効
果
等
に
つ

い
て
も
し
っ
か
り
住
民
へ

説
明
し
て
い
く
。

ワ
イ
フ
ァ
イ

問答ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

問答

　
　

撮
影
す
る
エ
リ
ア
は

町
内
全
域
な
の
か
。
ま
た

撮
影
は
毎
年
実
施
し
て
い

る
の
か
。

　
　

評
価
額
見
直
し
の
た

め
、
撮
影
範
囲
は
町
内
全

域
で
あ
る
。
ま
た
、
撮
影

は
３
年
ご
と
に
実
施
し
て

い
る
。

　
　

ダ
ム
湖
の
堆
砂
を
調

査
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

調
査
は
一
部
な
の
か
ダ
ム

全
体
な
の
か
。

　
　

ダ
ム
へ
の
流
入
分
も

含
め
て
ダ
ム
湖
全
体
を
調

査
し
て
い
く
。

固
定
資
産
航
空
写
真

問答坂
下
ダ
ム

問答

緊急通報に備えて
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補
正
予
算

条
例
改
正

人
　
　

事

学び舎 ゆめの森建設費
５億8412万円減額

　
第
１
回
定
例
会
に
て
令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
に
て
条
例
制
定
一
部
改

正
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
教
育
施
設「
学
び
舎 

ゆ
め
の
森
」の
建
設

工
事
契
約
に
伴
い
請
負
金
額
が
確
定
し
た
た
め

減
額
す
る
も
の
で
す
。

新
教
育
施
設
建
設
工
事
費

５
億
８
４
１
２
万
円
減
額

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
し
、
施
設
の

消
費
電
力
約
30
％
削
減
を
目
指
す
事
業
で
す
。

停
電
時
に
は
非
常
用
電
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

設
備
導
入
契
約
の
金
額
が
確
定
し
た
た
め
減

額
す
る
も
の
で
す
。

い
ち
ご
栽
培
施
設
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
整
備
費

８
０
９
万
円
減
額

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
家
屋
が
全
流

失
ま
た
は
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
家
屋
所

有
者
へ
、
町
内
外
に
お
い
て
住
宅
再
建
等
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。
今

年
度
は
申
請
者
が
い
な
い
た
め
減
額
す
る
も
の

で
す
。

津
波
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
金

３
８
７
０
万
円
減
額

避
難
生
活
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
原
子

力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
町
民
税

減
免
の
他
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
も
減
免
措
置
と
な
り

ま
す
。

町
民
税
の
減
免
条
例

平成31年・令和元年の合計
所得金額 減免割合 該当者割合

300万円以下 全　額 59.09％

300万円を超え400万円以下 10分の９ 12.95％

400万円を超え500万円以下 10分の7.5 9.52％

500万円を超え750万円以下 10分の５ 11.99％

750万円を超え1000万円以下 10分の2.5 3.26％

1000万円超 10分の１ 3.18％

大
熊
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
再

任
人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

大
熊
町
教
育
委
員
会

教
育
長

大
熊
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に

福
尾
絹
子
さ
ん
を
再
任

【住　所】
大熊町大字野上
【任　期】

令和４年３月20日～

全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

副
町
長
に

新
保
隆
志
氏
を
新
任

【出　身】
福島市
【任　期】

令和４年４月１日～
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補
正
予
算
質
疑 線量が高い箇所は

フォローアップ除染で対応
　
　

避
難
指
示
解
除
区
域

内
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除

染
実
施
件
数
は
何
件
か
。

ま
た
町
民
の
問
い
合
わ
せ

で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
　

除
染
件
数
は
屋
内
８

件
、
屋
外
51
件
を
実
施
し

た
。
線
量
調
査
は
町
が
実

施
し
除
染
が
必
要
と
思
わ

れ
る
地
権
者
へ
は
町
担
当

者
よ
り
連
絡
し
て
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
除
染
を
申
請
す

る
よ
う
進
言
し
て
い
る
。

　
　

診
療
所
運
営
費
の
う

ち
バ
ス
運
行
委
託
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

薬
局
が
あ
る
楢
葉
町

ま
で
本
人
が
薬
を
受
け
取

り
に
行
く
た
め
の
タ
ク
シ

ー
利
用
補
助
で
あ
る
。

敷
地
内
お
よ
び
屋
内

環
境
調
査
委
託
料

問答診
療
所
運
営
費

問答

　
　

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
補
助
は
一
世
帯
１

台
な
の
か
、
数
台
設
置
で

も
い
い
の
か
。

　
　

補
助
は
一
世
帯
１
回

で
あ
り
複
数
台
設
置
も
可

能
だ
が
上
限
は
５
万
円
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

防
犯
灯
の
交
換
お
よ

び
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

新
た
に
設
置
し
た
箇

所
は
な
い
。
交
換
実
績
は

４
９
８
台
で
あ
り
、
そ
の

内
の
約
９
割
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
て
い
る
。

　
　

消
火
用
ホ
ー
ス
購
入

と
は
現
在
あ
る
全
て
の
ホ

ー
ス
を
点
検
し
購
入
が
必

防
犯
カ
メ
ラ

問答防
犯
灯

問答消
防
設
備

問

要
だ
と
判
断
し
た
数
だ
け

購
入
す
る
予
定
だ
っ
た
の

か
。

　
　

点
検
対
象
は
全
て
の

消
火
栓
を
対
象
と
し
て
お

り
、
補
修
で
き
る
ホ
ー
ス

は
補
修
す
る
が
、
交
換
が

必
要
と
判
断
し
た
ホ
ー
ス

の
み
購
入
予
定
で
あ
っ
た
。

　
　

こ
の
事
業
は
ど
の
よ

う
な
方
が
対
象
に
な
る
の

か
。

　
　

町
に
住
所
を
有
す
る

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、

要
介
護
状
態
区
分
が
介
護

３
以
上
の
認
定
を
受
け
常

時
介
護
用
品
を
必
要
と
す

る
在
宅
高
齢
者
へ
給
付
し

て
い
る
。

答在
宅
老
人
紙
お
む
つ

給
付
費

問答

請
願
審
査

福
島
県
は
全
国
28
位
で

時
給
８
２
８
円

最
低
賃
金
引
き
上
げ
を

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

る
請
願
書
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
書
の
主
な
内
容

①…

毎
年
年
率
３
％
程
度
を
目
途
に
引
き
上
げ
を
図

り
早
期
に
全
国
平
均
１
０
０
０
円
を
目
指
す

②
諮
問
時
期
は
可
能
な
限
り
早
期
発
効
を
求
め
る

請
　
願
　
者

　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会　

福
島
県
連
合
会

　

双
葉
地
区
連
合
会　
　
　

議
長
　
鯨
岡
圭
介

住
　
　
　
所

　

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
夫
沢
字
北
原
22

紹
介
議
員　
阿
部　

光
國

付
託
委
員
会　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

処
理
経
過　
全
会
一
致
で
採
択
、
意
見
書
提
出

提
　
出
　
先　
　

内
閣
総
理
大
臣　

岸
田　

文
雄

　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣　

後
藤　

茂
之

　
　
　
　
　
　
　
福
島
労
働
局
長　

河
西　

直
人

　
第
１
回
定
例
会
に
て
令
和
３
年
度
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。
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大
熊
町
は
現
在
大

川
原
地
区
を
中
心
に
帰
町

し
て
い
る
方
々
が
多
く
生

活
し
て
い
る
が
、
今
後
万

が
一
、
大
規
模
災
害
等
が

発
生
し
た
場
合
、
住
民
の

方
々
は
混
乱
な
く
避
難
行

動
を
と
れ
る
の
か
懸
念
し

て
い
る
。

　
役
場
に
は
防
災
棟
も
整

備
さ
れ
て
お
り
、
万
が
一

に
備
え
水
や
食
料
等
の
準

備
は
整
っ
て
お
り
、
個
別

機
能
班
毎
の
訓
練
も
実
施

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
個
々

の
準
備
や
周
知
だ
け
で
は

万
全
と
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
住
民
と
一
緒
に

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
実
際
の
避
難
動
線

や
避
難
手
段
、
避
難
状
況

や
避
難
後
そ
れ
ぞ
れ
の
改

石
井

善
点
、
個
別
訓
練
で
は
見

え
な
い
リ
ス
ク
も
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
昨
年
秋
に
完
成

し
た
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊
、

ほ
っ
と
大
熊
各
施
設
も
災

害
時
に
利
用
で
き
る
の
か

等
そ
れ
ら
の
課
題
も
防
災

訓
練
で
見
つ
け
改
善
し
て

い
く
事
が
命
を
守
る
行
動

に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
町

住
民
の
防
災
意
識
高
揚
の

た
め
に
も
町
独
自
の
防
災

訓
練
を
計
画
し
、
年
１
回

の
頻
度
で
も
実
施
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

　
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

災
害
発
生
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も

町
長

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

台
風
等
の
自
然
災
害
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
に
つ

い
て
は
、
町
独
自
で
の
実

施
に
向
け
、
頻
度
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
現
在
の
取
組
み

状
況
と
し
て
は
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
災
害
対
応

一  

般  

質  

問
石
井
　
和
弘 

議
員

問 住民と一緒に実施してはどうか

答 できる限り参加を促し実施していく

町
政
を
問
う

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

防
災
訓
練

１
回
実
施
し
て
い
る
が
、

参
加
人
数
が
限
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
来
年
度
は
２
回

に
増
や
し
た
う
え
、
全
職

員
を
対
象
に
災
害
時
の
初

動
体
制
を
再
確
認
す
る
防

災
研
修
を
本
庁
舎
及
び
各

出
張
所
等
で
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

職
員
の
災
害
対
策
対
応
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

な
お
、
昨
年
完
成
し
た

「
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊
」「
ほ

っ
と
大
熊
」に
つ
い
て
は
、

今
後
災
害
時
の
一
時
的
な

避
難
所
と
し
て
位
置
づ
け

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
町
立
学
校「
学
び
舎　

ゆ
め
の
森
」に
つ
い
て
は
、

指
定
避
難
所
に
位
置
す
る

方
向
で
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　
　
　

　
　
　
住
民
の
参
加
が
や

は
り
重
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
職
員
と
住
民
の

防
災
意
識
高
揚
と
危
機
感

を
向
上
す
る
た
め
に
も
可

能
な
限
り
住
民
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
全
体
的
な
訓

練
を
計
画
し
て
進
め
て
は

ど
う
か
。

　
　
　

当
然
避
難
訓
練

は
、
避
難
す
る
方
、
そ
し

て
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
方

そ
の
両
方
が
あ
っ
て
の
避

難
訓
練
だ
と
思
っ
て
い
る
。

で
き
る
限
り
住
民
の
方
に

参
加
を
促
し
て
実
施
し
て

い
く
。

再
質
問

石
井

町
長

訓練には住民参加も呼びかけて

要
員
の
訓
練
が

重
要
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
町

で
は
平
成
29
年

度
よ
り
職
員
の

災
害
対
応
訓
練

と
し
て
、
災
害

対
応
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
訓
練

を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
訓
練

は
各
課
か
ら
数

名
参
加
し
、
年
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一  

般  

質  

問

　
　
　
町
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
宣
言
か
ら
２
年
が
経
過

す
る
が
、
来
町
し
宣
言
を

し
た
町
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
る
に
は
ま
だ
時
間
を
要

す
る
と
思
う
。

　
こ
れ
か
ら
町
内
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
が
増
え
る
と

思
う
が
、
宣
言
を
し
た
自

治
体
の
推
進
事
業
と
し
て

様
々
な
角
度
か
ら
の
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
を

発
信
す
る
役
場
庁
舎
に
太

陽
光
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ

れ
た
が
、
周
辺
が
ま
だ
復

興
中
で
あ
り
、
取
り
組
み

発
信
に
向
け
た
整
備
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
震
災
後
、
手
つ
か
ず
で

あ
る
町
の
森
林
は
整
備
に

時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
目
標
達
成

に
は
新
た
な
森
林
吸
収
源

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
宣
言
を
し
た
町
と
し
て

の
推
進
事
業
の
一
策
と
し

西
山

西
山
　
英
壽 

議
員

問 グリーンインフラを取り入れた街並みに

答 導入を積極的に検討していく

て
、
新
た
な
森
林
吸
収
源

と
し
て
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
を
取
り
入
れ
た
街
並
に

整
備
し
て
い
く
こ
と
を
提

案
す
る
。

　
一
例
と
し
て
、
町
道
東

67
号
線
を
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

通
り
と
し
環
境
に
配
慮
し

た
ア
ー
チ
を
設
置
す
る
。

歩
道
に
緑
地
を
設
け
、
街

路
樹
を
植
樹
し
Ｃ
Ｏ
２
を

吸
収
す
る
道
路
と
す
る
。

そ
し
て
町
民
、
町
内
企
業

等
が
協
力
し
た
く
な
る
、

来
町
し
た
方
々
に
感
心
し

て
貰
え
る
街
並
み
に
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

　
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
森

林
吸
収
源
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
す
る
役
割
の
ほ
か

平
常
時
に
は
生
活
圏
に
整

備
さ
れ
た
新
た
な
緑
が
増

え
る
こ
と
で
町
民
の
癒
し

の
場
や
憩
い
の
場
と
な
り

ま
た
観
光
資
源
と
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
非
常
時
に
は
地
域
そ
し

て
町
民
を
守
る
機
能
と
し

CO2を吸収する緑豊かな街並で癒しの場に

て
防
災
、
減
災
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

　

緑
豊
か
な
街
並
み
に
整

備
し
て
い
く
こ
と
で
、
多

く
の
方
々
か
ら
賛
同
が
得

ら
れ
る
と
と
も
に
意
識
の

向
上
に
も
繋
が
り
、
目
標

達
成
に
向
け
取
り
組
み
が

よ
り
一
層
活
発
化
す
る
と

と
も
に
、
将
来
の
町
民
の

健
康
で
文
化
的
な
生
活
の

確
保
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
と
思
う
が

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
町
内
の

森
林
の
吸
収
源
効
果
と
し

て
年
間
１
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
効
果
を
見
込
ん
で
お

り
、
２
０
４
０
年
ま
で
に

町
内
で
排
出
さ
れ
る
年
間

の
Ｃ
Ｏ
２
量
を
１
万
㌧
ま

で
削
減
す
る
こ
と
で
、
こ

の
森
林
吸
収
源
分
と
相
殺

さ
れ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
達

成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

提
案
の
町
道
東
67
号
線

町
長

は
電
線
共
同
溝
の
整
備
を

し
て
お
り
、
街
路
樹
等
の

設
置
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
。

　

そ
し
て
熊
町
な
ど
今
後

整
備
す
る
区
間
は
現
在
用

地
買
収
を
進
め
て
お
り
街

路
樹
設
置
に
は
追
加
買
収

が
必
要
と
な
る
た
め
、
街

路
樹
の
設
置
は
難
し
い
状

況
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
活

用
は
、
新
た
な
森
林
吸
収

源
と
な
り
得
る
ほ
か
、
雨

水
の
貯
留
や
町
の
景
観
な

ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
有

効
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
下
野
上
地
区
を

含
め
、
道
路
整
備
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
て
は
、
町

民
の
方
々
の
賛
同
が
得
ら

れ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
事
業

の
取
り
組
み
と
し
て
、
周

辺
の
環
境
整
備
と
の
調
和

を
考
慮
し
な
が
ら
、
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
導
入
を
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。
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問 

免
許
返
納
者
に
電
動
カ
ー
購
入
の
補
助
を

答 

対
象
と
な
る
高
齢
者
の
条
件
を
検
討
し
判
断

一  

般  

質  

問

　
　
　
先
ご
ろ
町
内
で
地

域
の
手
軽
な
移
動
の
足
と

な
る
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ

ィ
体
験
試
乗
会
が
実
施
さ

れ
た
。
体
験
を
通
し
私
自

身
電
動
カ
ー
に
対
す
る
認

識
を
新
た
に
し
た
。

　
そ
こ
で
、
後
を
絶
た
な

い
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交

通
事
故
が
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
る
中
で
、
運
転
免
許

を
返
納
し
た
高
齢
者
が
新

た
な
足
と
し
て
、
免
許
が

不
要
で
も
乗
れ
る
電
動
カ

ー
を
購
入
す
る
際
、
購
入

渡
辺

渡
辺
　
　
誠 

議
員

　
　
　
大
野
駅
周
辺
の
下

野
上
、
野
上
地
区
を
中
心

と
し
た
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
が
今
春
、
避
難
指

示
解
除
を
迎
え
る
。

　
こ
の
区
域
で
は
住
宅
を

新
築
、
改
築
、
こ
れ
か
ら

建
設
予
定
の
方
を
は
じ
め

移
住
を
見
込
ん
で
の
ア
パ

ー
ト
の
修
繕
工
事
が
急
ピ

ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
こ
の
区
域

渡
辺

問 避難指示解除後に速やかにバスの運行を

答 増便やバス停の増設で利便性向上を図る

避難指示解除によって運行区域も広がります

内
に
も
解
除
後
速
や
か
に

生
活
循
環
バ
ス
を
運
行
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
れ
ば
、
区
域
内
に
居

住
さ
れ
る
方
や
訪
問
さ
れ

る
方
が
今
後
増
え
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
運
行
車
両

の
追
加
お
よ
び
増
便
を
検

町
長

費
用
の
一
部
を
町
と
し
て

補
助
す
る
制
度
を
設
け
た

ら
ど
う
か
。

　
運
転
免
許
の
返
納
を
迷

っ
て
い
る
人
を
後
押
し
す

る
材
料
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

電
動
カ
ー
ト
は
介

護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス

の
一
つ
で
、
基
本
的
に
は

要
介
護
２
以
上
で
歩
行
困

難
な
場
合
に
、
福
祉
用
具

と
し
て
レ
ン
タ
ル
す
る
こ

町
長

討
し
て
お
り
、
大
野
駅
と

大
川
原
地
区
と
の
間
の
ル

ー
ト
で
改
正
お
よ
び
バ
ス

停
の
増
設
を
実
施
し
、
利

便
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　

利
用
者
の
事
前
の
周
知

が
必
要
な
の
で
、
７
月
１

日
か
ら
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　

野
上
地
区
に
も
運

行
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

準
備
宿
泊
の
状
況

か
ら
し
て
野
上
地
区
の
方

再
質
問

渡
辺

町
長

も
お
ら
れ
る
。
公
共
施
設

の
場
所
を
考
慮
し
て
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
一
度
決

め
た
ら
そ
の
ま
ま
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
く
。

と
が
で
き
る
。

　

介
護
保
険
制
度
と
の
調

整
や
運
転
免
許
証
を
も
と

も
と
持
っ
て
い
な
い

方
々
、
電
動
カ
ー
ト
を
利

用
す
る
こ
と
が
危
険
な
方

な
ど
も
考
慮
し
、
対
象
と

な
る
高
齢
者
の
条
件
を
ど

う
す
る
か
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
う
え
で
、
電
動
カ

ー
ト
購
入
補
助
制
度
の
整

備
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。
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一  

般  

質  

問

　
　
　
現
在
町
内
で
の
生

活
が
始
ま
り
、
今
後
も
居

住
さ
れ
る
方
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
以
前

の
大
熊
町
に
は
野
球
場
、

体
育
館
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

な
ど
、
多
く
の
施
設
が
整

い
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
た
。
帰
町
し

た
今
、
震
災
前
と
同
じ
よ

う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
事
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
原
発
事
故
が
発
生
し
中

間
貯
蔵
施
設
が
建
設
さ
れ

そ
の
影
響
で
多
く
の
施
設

が
利
用
で
き
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
影
響
緩
和
交

付
金
と
は
ど
ん
な
影
響
を

緩
和
す
る
も
の
な
の
か
、

そ
し
て
影
響
の
あ
っ
た
方

は
誰
な
の
か
を
再
認
識
し

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

仲
野

仲
野
　
　
剛 

議
員

問 震災前と同じようなサービスが必要

答 パークゴルフ場の検討を始めたい

問 

将
来
役
場
は
町
中
心
部
に
戻
る
と
検
討
し
て
は
ど
う
か

答 

ま
だ
検
討
す
る
段
階
に
な
い

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
住
民

の
交
流
、
健
康
維
持
だ
け

で
な
く
有
事
の
際
の
避
難

所
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

　
町
内
の
施
設
整
備
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

震
災
前
、
町
に
は

多
種
多
様
な
施
設
が
整
っ

て
お
り
、
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
よ
り
、

町
民
の
皆
様
は
生
き
が
い

や
楽
し
み
を
見
つ
け
、
健

康
で
文
化
的
な
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

駅
前
の
整
備
を
は
じ
め

と
し
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
も

高
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
つ

い
て
も
検
討
を
始
め
た
い
。

　

人
生
の
豊
か
さ
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
施
設
を
適

時
整
備
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　

町
土
復
興
の
た

め
、
町
中
心
部
が
解
除
さ

れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
い
ち
早
く
解
除
さ
れ

た
大
川
原
に
拠
点
を
設
け

た
こ
と
は
正
し
い
判
断
だ

っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

し
か
し
10
年
後
20
年
後
と

将
来
を
見
据
え
た
場
合
、

役
場
は
こ
の
場
所
で
い
い

の
か
。
町
中
心
部
へ
戻
る

べ
き
で
な
い
か
。

仲
野

か
な
山
林
。
位
置
関
係
を

み
て
も
今
後
の
開
発
は
平

坦
な
中
心
部
に
な
る
の
は

明
白
で
あ
る
。

　
時
期
や
場
所
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
、
ま
ず
は
計
画
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

公共施設は町の中心部へ

　
　
　

今
後
大
野
駅
を
中

心
と
し
た
エ
リ
ア
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
は
復
興
を
加
速
し
大
き

く
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の

避
難
指
示
解
除
を
踏
ま
え

て
、
令
和
４
年
度
に
新
た

に
第
三
次
復
興
計
画
を
策

定
し
、
今
後
10
年
の
復
興

に
対
応
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

　

こ
の
第
三
次
復
興
計
画

へ
役
場
の
移
転
を
盛
り
込

む
こ
と
は
、
ま
だ
検
討
す

る
段
階
に
は
な
い
。
現
状

で
は
大
川
原
、
下
野
上
の

両
拠
点
を
活
か
し
な
が
ら

大
川
原
に
役
場
を
置
い
て

お
く
こ
と
が
最
良
で
あ
る
。

＊
そ
の
他
の
質
問
は
大
熊

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

町
議
会
録
画
中
継
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

町
長

施
設
整
備

　
大
野
駅
周
辺
の

開
発
が
進
ん
で
い

く
。
そ
の
後
に
必

要
な
の
は
人
流
で

あ
り
、
ま
さ
に
そ

の
役
割
を
果
た
す

の
が
役
場
を
含
む

公
共
施
設
で
あ
る
。

　
窓
か
ら
外
を
見

れ
ば
、
南
は
１
０

０
メ
ー
ト
ル
で
隣

町
、
西
は
自
然
豊
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一  

般  

質  

問
千
葉
　
幸
生 

議
員

　
　
　
中
間
貯
蔵
施
設
に

汚
染
土
壌
が
搬
入
さ
れ
て

か
ら
約
７
年
が
経
過
し
た
。

中
間
貯
蔵
施
設
エ
リ
ア
に

住
民
票
の
あ
る
方
々
に
は

国
・
県
・
町
の
要
請
に
よ

り
、
先
祖
か
ら
引
き
継
い

だ
土
地
や
建
物
の
譲
渡
ま

た
は
地
上
権
設
定
に
合
意

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
建

設
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

当
時
の
町
長
や
執
行
部
お

よ
び
町
議
会
が
、
地
権
者

の
皆
さ
ん
や
町
民
と
懇
談

を
し
、
苦
渋
の
決
断
を
し

た
。
そ
の
中
で
、
地
権
者

の
方
々
か
ら
口
頭
で
は
あ

る
が「
先
祖
の
土
地
を
失

っ
て
も
大
熊
町
で
暮
ら
し

た
い
の
で
土
地
を
な
ん
と

か
確
保
で
き
な
い
か
」と

い
う
要
望
を
受
け
た
。
そ

れ
に
対
し
前
町
長
は「
最

大
限
の
配
慮
を
す
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
」と

回
答
し
た
事
実
が
あ
り
、

そ
の
約
束
を
果
た
す
べ
き

千
葉

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
次
の
事
項
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

１
．
帰
町
意
向
の
調
査
結

果
で「
戻
り
た
い
と
考
え

て
い
る
」ま
た
は「
ま
だ
判

断
が
つ
か
な
い
」と
回
答

し
た
町
民
の
中
で
中
間
貯

蔵
施
設
エ
リ
ア
の
夫
沢
、

小
入
野
、
熊
川
地
区
の
町

民
は
何
世
帯
あ
っ
た
の
か
。

２
．
中
間
貯
蔵
施
設
エ
リ

ア
に
居
住
し
て
い
た
町
民

が
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
内
や
区
域
外
に
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
で
土
地
を
要
望

し
て
い
る
場
合
、
何
ら
か

の
形
で
町
は
最
大
限
の
配

慮
を
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
を
問
う
。

３
．
中
間
貯
蔵
施
設
エ
リ

ア
内
に
住
民
票
の
あ
る
町

民
と
将
来
の
生
活
や
居
住

地
に
つ
い
て
個
別
ま
た
は

行
政
区
毎
に
要
望
や
意
見

を
聞
く
機
会
が
必
要
と
考

え
る
が
、
そ
の
機
会
を
設

け
る
つ
も
り
が
あ
る
の
か
。

問 帰町希望者には最大限の配慮をすべき

答 個別のニーズは町とまちづくり公社で対応する

中
間
貯
蔵
施
設
エ
リ
ア
住
民

　
　
　

１
．
昨
年
11
月
の
住
民
意

向
調
査
で
は
夫
沢
、
小
入

野
、
熊
川
地
区
の
町
民
で

「
戻
り
た
い
」ま
た
は「
判

断
が
つ
か
な
い
」と
回
答

し
た
世
帯
は
１
４
７
世
帯

で
あ
る
。
こ
の
う
ち「
自

宅
以
外
の
場
所
に
１
戸
建

て
の
持
ち
家
を
建
て
た
い
」

と
回
答
し
た
世
帯
は
41
世

帯
で
あ
る
。

２
．
町
と
し
て
は
、
現
在

下
野
上
地
区
に
整
備
を
進

め
て
い
る
住
宅
団
地
は
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
世
帯

を
優
先
し
て
住
宅
地
の
提

供
を
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
協
力
い

た
だ
い
た
世
帯
の
宅
地
の

広
さ
は
様
々
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
複
数
の
区
画
を
提

供
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

３
．
中
間
貯
蔵
施
設
エ
リ

ア
の
町
民
の
皆
様
の
個
別

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
、
町

と
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
対

応
し
て
い
く
。

町
長

フレコンバッグの下は素敵な田んぼでした（熊川地区）

＊
再
質
問
、
再
々
質
問
は
大
熊
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
町
議
会
録
画
中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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災害時に早期情報共有が
できるよう努めるべき

新たな交通手段
導入を計画

防
災
ア
プ
リ
活
用

　

災
害
時
迅
速
に
情
報
共

有
が
で
き
る
よ
う
消
防
団

専
用
防
災
ア
プ
リ「
Ｓ
Ａ

Ｆ
Ｅ（
セ
ー
フ
）」の
導
入

を
検
討
中
で
あ
る
。
町
内

で
発
生
し
た
火
災
現
場
を

地
図
上
に
表
示
さ
せ
た

り
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
団

員
に
通
知
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
ま
た
、
消
防
水
利

を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り

位
置
や
使
用
状
況
も
確
認

で
き
、
団
員
の
出
動
可
否

に
つ
い
て
も
管
理
で
き
る

た
め
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
が
可
能
と
考
え
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
全
町
民

が
使
用
で
き
る
よ
う
な
町

独
自
の
防
災
シ
ス
テ
ム
構

築
も
検
討
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

農
地
保
全
管
理

　

農
業
復
興
組
合
が
実
施

し
て
い
る
農
地
保
全
作
業

に
つ
い
て
、
避
難
指
示
解

除
か
ら
３
年
が
経
過
す
る

中
屋
敷
、
大
川
原
地
区
は

営
農
再
開
支
援
事
業
の
通

常
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
除
外
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
10
アール

あ
た
り
１
万
２
０
０
０
円

に
減
額
に
は
な
る
が
、
特

別
認
定
事
業
と
し
て
継
続

で
き
る
よ
う
県
と
協
議
中

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
農
地
の

荒
廃
防
止
の
観
点
か
ら
保

全
管
理
は
継
続
す
る
べ
き

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
月
25
日
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
内
交
通
の
検
討
状
況

　

町
内
で
の
生
活
環
境
の

向
上
に
資
す
る
た
め
、
手

軽
な
移
動
手
段
と
し
て
マ

※

イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導

入
を
計
画
し
て
い
る
。

　

下
野
上
地
区
復
興
拠
点

の
整
備
に
あ
わ
せ
直
近
３

か
年
を
短
期
、
人
口
４
０

０
０
人
を
想
定
す
る
５
年

　
１
月
27
日
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

後
を
中
長
期
と
し
て
目
標

を
設
定
し
た
。

　

将
来
に
向
け
、
町
民
の

交
通
手
段
を
充
実
さ
せ
た

い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
導
入
後

改
善
点
が
あ
れ
ば
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

手軽な移動手段

※�

マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
＝
移
動
性
が
高
く
、
地
域
の
手
軽
な

移
動
の
足
と
な
る
一
人
ま
た
は
二
人
乗
り
程
度
の
車
両



14おおくま議会だより第61号
2022年5月1日発行

全
員
協
議
会県外最終処分に向けた

事業計画を示せ
　

令
和
４
年
度
も
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
次
の
５
つ
の

項
目
を
立
て
て
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
輸
送
》安
全
な
輸
送
を
確

保
し
、
立
地
町
に
配
慮
し

た
計
画
的
な
輸
送
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

《
用
地
》丁
寧
な
説
明
を
し

な
が
ら
施
設
整
備
の
進
捗

状
況
、
除
去
土
壌
の
発
生

状
況
に
応
じ
て
必
要
な
用

地
取
得
を
行
い
ま
す
。

《
施
設
》土
壌
貯
蔵
が
終
了

し
た
施
設
は
安
全
性
を
確

保
し
、
維
持
管
理
を
着
実

に
実
施
し
ま
す
。
廃
棄
物

関
連
施
設
に
つ
い
て
は
、

安
全
に
稼
働
さ
せ
有
効
に

活
用
し
ま
す
。

中
間
貯
蔵
施
設

　
１
月
18
日
と
２
月
21
日
全
員
協
議
会
に
て
環
境
省

よ
り
令
和
４
年
度
の
中
間
貯
蔵
施
設
事
業
計
画
と
各

課
よ
り
施
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
要
旨
と
主
な
質
疑
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

《
再
生
利
用
・
最
終
処
分
》

地
元
の
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
技
術
開
発
や
実
証

事
業
を
実
施
し
、
再
生
利

用
先
の
具
体
化
を
推
進
し

ま
す
。
県
外
最
終
処
分
に

関
し
、
全
国
に
向
け
て
理

解
醸
成
活
動
を
推
進
し
検

討
を
進
め
ま
す
。

《
情
報
発
信
》環
境
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
や
地
元

の
思
い
な
ど
を
発
信
す
る

た
め
さ
ら
な
る
方
策
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　

県
外
へ
の
最
終
処
分

完
了
は
２
０
４
５
年
だ
が
、

完
遂
す
る
た
め
逆
算
し
た

計
画
を
事
業
計
画
に
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

主
な
質
疑
の
内
容

問

く
う
え
で
妨
げ
に
な
ら
な

い
の
か
。

　
　

駐
車
場
の
一
角
な
の

で
再
開
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
は
当
然
な
ら
な
い

だ
ろ
う
し
、
影
響
は
な
い

も
の
と
考
え
る
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
活
動
内
容
は
３
つ
あ
り
、

１
つ
は
イ
ベ
ン
ト
。
２
つ

目
は
起
業
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
。
３
つ
目
は
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

　

起
業
家
同
士
が
自
分
た

ち
の
技
術
や
理
念
な
ど
を

話
し
合
い
な
が
ら
マ
ッ
チ

答

ン
グ
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
や
、
地
元
住
民
と
の
交

流
会
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

　

起
業
家
と
そ
の
支
援
組

織
の
交
流
、
学
生
向
け
の

起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

技
術
を
事
業
化
し
て
い
く

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

を
準
備
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑
の
内
容

　
　

入
居
し
た
会
員
が
形

に
な
り
起
業
家
と
し
て
動

き
始
め
る
に
は
、
ど
の
く

ら
い
の
期
間
を
要
す
る
の

か
。

　
　

一
起
業
が
巣
立
つ
ま

で
３
年
か
ら
５
年
く
ら
い

か
か
る
の
が
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
だ
が
、
現
在
の

入
居
希
望
者
は
お
よ
そ
２

年
で
町
内
に
進
出
し
た
い

意
向
で
あ
る
。

問答

　
　

見
え
る
形
を
心
が
け

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。

賑
わ
い
創
出

　

Ｕ
Ｒ
が
県
立
大
野
病
院

の
駐
車
場
に
建
設
し
て
い

た
監
督
員
事
務
所
、
通
称

く
ま
プ
レ
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
＝
写
真
。

　

町
と
し
て
こ
の
施
設
を

活
用
し
て
駅
西
口
エ
リ
ア

の
各
種
施
設
が
整
備
さ
れ

る
ま
で
、
商
業
環
境
の
市

場
調
査
や
エ
リ
ア
内
移
動

の
利
便
性
を
確
保
す
る
た

め
の
実
証
実
験
的
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
施
時
期
は
令
和
４
年

度
か
ら
産
業
交
流
施
設
や

商
業
施
設
が
開
所
す
る
令

和
６
年
度
ま
で
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

主
な
質
疑
の
内
容

　
　

場
所
的
に
県
立
大
野

病
院
の
再
開
を
進
め
て
行

答問
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双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

双
葉
地
方
水
道
企
業
団

　
令
和
４
年
第
１
回
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
５
議
案
を

審
議
し
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
を
30
億
８
７
３
万
円
と
定
め
、
そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

避
難
し
て
い
る
住
民
の
交
流
の
場
を
創
出

し
、
ふ
る
さ
と
ふ
た
ば
の
絆
を
繋
ぎ
、
復
興

に
向
け
た
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

今
年
は
双
葉
町
で
開
催
予
定
で
す
。

ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド

�

５
３
９
２
万
円

　

勿
来
、
好
間
に
設
置
し
て
い
る
郡
立
診
療

所
の
今
年
度
の
運
営
費
で
す
。

　

一
般
社
団
法
人
双
葉
郡
医
師
会
へ
委
託
し

て
い
ま
す
。

郡
立
診
療
所
管
理
運
営
委
託

�

１
億
４
６
１
２
万
円

　

双
葉
町
で
再
開
し
た
斎
場「
聖
香
苑
」の
施

設
運
転
管
理
委
託
費
で
す
。

斎
場
費

�

１
４
６
３
万
円

　

郡
内
で
捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣（
イ
ノ
シ
シ

等
）を
細
菌
に
よ
り
分
解
処
理
す
る
費
用
で

す
。 鳥

獣
処
理
費

�

４
５
０
１
万
円

　

郡
内
の
帰
還
困
難
区
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
火
災
発
見
時
の
初
期
消
火
、
急
病
等
に

対
す
る
応
急
処
置
の
実
施
を
目
的
と
す
る
事

業
で
す
。

避
難
指
示
区
域
等
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
費

�
２
０
８
８
万
円

2022ふたばワールド
今年は双葉町で開催

絆を深めるために

　
令
和
４
年
第
１
回
双
葉
地
方
水
道
企
業

団
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
５
議
案
を

審
議
し
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

帰
還
困
難
区
域
内
の
熊
地
区
の
上
水
道
復

旧
に
備
え
、
宅
内
漏
水
を
防
止
す
る
た
め
各

家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
手
前
ま
で
の
点
検
な

ど
の
事
業
で
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
点
検
委
託

�

７
６
１
８
万
円

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
解
除
に
向
け

て
生
活
用
水
を
通
水
す
る
た
め
の
水
道
管
布

設
工
事
負
担
金
で
す
。

下
野
上
地
区
水
道
整
備
負
担
金

�

１
億
１
４
２
１
万
円生活用水の確保を
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サ
ー
ク
ル
紹
介犠牲者の鎮魂と町の復興を祈って

おおくままち3.11のつどい実行有志の会

　「おおくままち3.11のつどい実行有志の会」は、３月11日に大熊町役場前広場にて追悼式を開催
し、有志の会メンバーや関係者を中心に作った折り鶴1000羽を高く掲げたポールからつるし、町
内外から集まった約100名の参加者と犠牲者の鎮魂と町の復興を祈りました。午後２時46分には
町の消防団のラッパ演奏が披露され、折り鶴を囲んで黙とうを行いました。
　有志の会は避難先の町民と大熊在住の町民等で組織され、昨年夏頃から打ち合わせを重ねこの
日に向けて準備してきました。
　当日は避難先の会津若松市から熊町小学校、大野小学校、大熊中学校の児童生徒８人も参加し、
折り鶴を吊り下げる作業に加わり、有志の会のメンバーと交流する場面も。子どもたちの元気な
笑顔がこれからの大熊町を明るく照らしてくれているようでした。

� 代表　松永　秀篤

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
　
照
彦

副
委
員
長
　
渡
辺
　
　
誠

委
　
員
　
石
井
　
和
弘

委
　
員
　
島
原
健
二
郎

委
　
員
　
西
山
　
英
壽

委
　
員
　
阿
部
　
光
國

委
　
員
　
廣
嶋
　
公
治

発
行
責
任
者
　
吉
岡
健
太
郎

編
集
後
記

　

震
災
前
の
大
熊
町
は「
フ
ル
ー
ツ
の
香
り

漂
う
ロ
マ
ン
の
里
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が
あ
り
、
梨
や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
が

盛
ん
で
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
頃
に
な
る
と
町
の

至
る
と
こ
ろ
で
農
家
さ
ん
が
田
植
え
に
精
を

出
す
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

春
は
ヤ
マ
メ
、
夏
は
ア
ユ
、
秋
は
サ
ケ
が

熊
川
を
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

今
、
町
内
で
は
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た
準
備
が
進
み
、

駅
前
の
産
業
交
流
施
設
や
商
業
施
設
の
検
討

が
本
格
化
し
、
大
川
原
地
区
で
は
教
育
施
設

「
学
び
舎 

ゆ
め
の
森
」の
建
設
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

梨
に
代
わ
っ
て
イ
チ
ゴ
栽
培
工
場
が
稼
働

し
、
お
お
く
ま
キ
ウ
イ
再
生
ク
ラ
ブ
が
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

は「
フ
ル
ー
ツ
の
里
」復
活
の
兆
し
に
も
映
り

ま
す
。 

佐
藤　

照
彦

傍聴に来てください ６月定例会は８日からの予定です

■
発
行
／
福
島
県
大
熊
町
議
会　
　

〒
９
７
９

−

１
３
０
６　

大
熊
町
大
川
原
字
南
平
１
７
１
７　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０

−

２
３

−

７
８
４
０　

■
編
集
／
大
熊
町
議
会
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

お
お
く
ま
議
会
だ
よ
り
No.61
R ４. ５

町の復興を祈って 千羽鶴に祈りを込めて


